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ABSTRACT 

   In 2022 and 2023, following on from 2021, we held over 40 public lectures and hands-on courses.  

A particularly big difference from the past is the opening of Bancho Satellite Campus “Banrabo'', which 

has made it easier than ever to hold public lectures in the city. It is thought that further improvements will 

be needed in the future, including the purpose of public lectures and the use of satellite campuses. 
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1. はじめに 

 2021 年度より、公開講座の企画運営が学務部教務担当から社会連携学術推進室に移動した．ま

た、2022 年 4 月から八戸市番町に番町サテライトキャンパス「ばんらぼ」（以下 「ばんらぼ」）が

オープンし、公開講座や研究展示などの活動に利用することができるようになった． 

 本稿は、「ばんらぼ」を中心とした公開講座を含めた、ここ 2 年間（2022、2023 年度）の公開講

座の実施内容について、記録をしたものである． 

 

2. 公開講座の概要 

2022-23 年度公開講座の企画に関しては、社会連携学術推進室（大室康平、黒滝泰世：以下、本

学所属の個人は、敬称・肩書を省略した）を事務局とし、2021 年度に実施した内容（社会連携学術

推進室、2021）を踏まえて、「ばんらぼ」で実施する講演型公開講座、および各部局で実施する体験

型公開講座として、年間 40 回以上の開催を計画した．2022 年度の講演型公開講座は、前年の方法

を踏襲し各教員が 2 年に 1 回の担当を想定したため、前年度に担当をしていない教員を中心に担当 

  

 
* 令和 5 年 12 月 1 日 受付 
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者を割り当てた．2023 年度も同様に、前年度担当をしていない教員と、40 回を超える開催目標の

ため、個別に交渉し、2 年連続で実施してもらうなどで計画をした． 

3. 公開講座の実施状況 

3.1 広報活動 

 広報活動は、ばんらぼでのポスターの掲示およびチラシの配布（図 1）、大学ホームページでの公

開講座ページ、SNS（八戸工業大学公開講座 Twitter https://twitter.com/hit_koukaikouza）等により行

った．また広報はちのへのイベント欄への掲載（担当講師、テーマ、日時、場所の文字情報）も行

った．しかし 2021 年度と比べると、地元コミュニティラジオや公民館等での広報活動はできてい

なかった． 

 

図 1．公開講座のチラシとばんらぼへの掲示 

 

 

3.2 実施した公開講座 

表 1-1 に 2022 年度に実施した公開講座を、表 1-2 に 2023 年 11 月末時点で実施した公開講座お

よび予定の示した．内訳は、2022 年度は講演型 42 回，体験型 7 回であった．受講者の延べ人数

は，講演型 257，体験型 65 名であり，合計で 322 名であった．講演型公開講座の一回当たりの参

加者平均は 6.1 人／回，体験型公開講座は 9.3 人／回であった． 
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 2023 年度は，予定を入れて講演型 36 回，体験型 11 回であった．受講者の延べ人数は，11 月末

時点で講演型 174 名で 1 回あたり 5.4 人，体験型は集計が終わっていないため，データはまだそろ

っていない．講演型に比べて体験型の方が，受講生が多くなっている傾向はある． 

 

表 1-1 2022 年度実施公開講座一覧 

 
  

講演型公開講座

回数 日付 曜日 担当者 タ イ ト ル 開催場所 受講者数 備考

1 4月9日 土

高屋喜久子

安部信行 ロ ゴ デザイ ン 制作秘話　 - ウ ミ ネ コ と ハチ カ - ばんら ぼ 17

2 4月16日 土 佐々木崇徳 衛星画像で 見る 八戸の城館跡 ばんら ぼ 3

3 4月17日 日 佐藤学 八戸で ワ イ ン と 原子力 ばんら ぼ 7

4 4月23日 土 土屋拓也 八戸の和算に つ い て ばんら ぼ 4

5 4月24日 日 塩入彬允 色んな 角度から 見た 「 卓球」 ばんら ぼ 8

6 5月14日 土 川本清 光の科学と 持続可能な 発展 ばんら ぼ 2

7 5月21日 土 山口広行 プ ロ グ ラ ミ ン グ の魅力 ばんら ぼ 3

8 5月22日 日 藤田敏明 魚の卵を 科学する 。 ばんら ぼ 3

9 5月28日 土 小久保温 NFT、 暗号資産、 メ タ バース がわかる ばんら ぼ 6

10 6月4日 土 星野保 SDGsから 地域を 眺めて ： 味噌玉の過去と 未来と ， そ のポ テ ン シ ャ ル ばんら ぼ 4

11 6月5日 日 信山克義 SDGsの達成に 貢献する ！環境に 優し い バイ オ プ ラ ス チ ッ ク ばんら ぼ 2

12 6月11日 土 月永洋一 建築と は何か－建築の始ま り と 発展－ ばんら ぼ 2

13 6月12日 日 折田久幸 二酸化炭素(CO2)排出実質ゼロ の街に し て みま せんか ばんら ぼ 4

14 6月18日 土 関秀廣 た のし い 物理～光と 屈折のはな し ～
ブッ ク
センター 11

ブッ クセン
ター共催

15 6月25日 土 田中義幸 みんな で 作る 種差海岸 花マ ッ プ ！ ばんら ぼ 14

16 7月3日 日 加藤雅也 海の波の話 ばんら ぼ 4

17 7月10日 日 本田洋之 乳酸菌ウ ラ 話 ばんら ぼ 6

18 7月16日 土 武山泰 みち づ く り と ま ち づ く り の最近の話題 ばんら ぼ 11

19 7月17日 日 宮腰直幸 デザイ ン 的に 考え る  - 地頭力っ て な んだ ろ う - ばんら ぼ 3

20 7月24日 日 大室康平 ス ポ ーツ 動作の科学 ばんら ぼ 2

21 8月7日 日 野田英彦 熱を 加え て 氷を 作る ばんら ぼ 8

22 8月27日 土 金子賢治 第1部金子「 地盤の見方・ 考え方ー八戸の地盤」 第2部片岡「 八戸地域の地震リスク」 ばんら ぼ 16

23 9月3日 土 堀合紳弥 自分の命・ 大切な 人の命を 災害から 守る た めに は？ ばんら ぼ 3 大学院生

24 9月4日 日 竹内貴弘 自然災害　 －〇〇年に 一度っ て 何？ ばんら ぼ 5

25 9月10日 土 工藤祐嗣 白銀大火を 考え る ばんら ぼ 6

26 9月11日 日 塩井幸武
特別講演①地震の多い八戸での地震対策②液状化現象の発生メ カニズムと対策工法③ど
んなに大きな地震にも耐えられる構造 ばんら ぼ 16 名誉教授

27 9月17日 土 島内宏和 ディ ープ ラ ーニ ン グ に よ る Ａ Ｉ ばんら ぼ 3

28 10月2日 日 鈴木寛 旅客機の形状と 性能 ばんら ぼ 4

29 10月8日 土 小坂谷寿一 「 三味線を 弾け ば自動的に 譜面が出来る 夢の自動採譜装置と は！」 ばんら ぼ 4

30 10月9日 日 柴田幸司 電波っ て 危な い の？ ばんら ぼ 3

31 10月11日 火 大黒正敏 ～ス プ レ ーと 暮ら し ～ ばんら ぼ 4

32 10月12日 水 阿波稔 青森県の歴史的土木構造物 ばんら ぼ 5

33 10月15日 土 高橋史朗 科学はな ぜ進歩する のか―科学の知の哲学ー ばんら ぼ 2

34 10月16日 日 鶴田猛彦 柿渋の新型コ ロ ナ への効果、 柿渋を 使っ た 本学で の研究な ど ばんら ぼ 1

35 10月19日 水 福士憲一 東北新幹線八甲田ト ン ネ ルの話ー環境保全に 配慮し た 世紀の大工事ー ばんら ぼ 10 名誉教授

36 10月20日 木 長谷川明 「 橋の話」 ばんら ぼ 14 名誉教授

37 11月5日 土 佐々木幹夫 青森県海岸の最大ク ラ ス の津波と 地域の防災力向上のた めに ばんら ぼ 8 名誉教授

38 11月19日 土 笹原徹 数学パラ ド ッ ク ス ばんら ぼ 10

39 11月20日 日 佐藤昭雄 自己理解の心理学～ま ず自分を 知る こ と から 始めよ う ～ ばんら ぼ 9

40 11月26日 土 杉本振一郎 CAE？シ ミ ュ レ ーシ ョ ン ？ ばんら ぼ 1

41 11月27日 日 嶋脇秀隆 光子く んと 電子ち ゃ んの深～い 関係 ばんら ぼ 7

42 12月4日 日 清水能理 人工知能（ AI） と サイ バーセ キュ リ テ ィ ばんら ぼ 2

体験型公開講座

回数 日付 曜日 担当者 タ イ ト ル 開催場所 受講者数 備考

1 7月31日 日 片山裕美 お い し い 水っ て ど んな 水？水の硬度測定に 挑戦！ 10-104実験室 6

2 8月11日 木 佐々木崇範 「 ※サン ディ く ん」 を つ く ろ う はっちシアター1 17

3 10月29日 土 西尾洸毅 「 住みた い 家・ 住みた い 街」 コ ン ク ール2022 ばんら ぼ 6

4 11月3日 木 石山俊彦 お も し ろ 科学工房　 ～「 顕微鏡」 を つ く ろ う ！～ 久慈市中央市民センター 15

5 10月30日 日 本波洋
～ジュニアプログラミ ング講座～超簡単な算数で攻略　 カメ ラに映った人の物まねAIア
バターロボ 8-202講義室 10

6 11月13日 日 本波洋 ロボッ ト プログラミ ング講座～本格ロボが物をつかんだり走ったりするぞ～ 5-203講義室 8

7 3月4日 土 宮腰直幸 キッ ズデザイ ン ア カ デミ ー2022inHIT ミ ニ 山車を 作ろ う ！ ばんら ぼ 3
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表 1-2 2023 年度実施公開講座一覧 

 

 
 

講演型公開講座

回数 開催日 曜日 担当者 タ イ ト ル 開催場所 受講者数 備考

1 4月22日 土 坂本 禎智
「 八戸っていい所だなあ～」
-八戸藩誕生・ 港湾整備・ 工業地帯発展などに見る八戸の魅力- ばんら ぼ 10

2 5月13日 土 本波 洋 AI ChatGPTと プ ロ グ ラ ミ ン グ 教育の良い 関係 ばんら ぼ 6

3 5月14日 日 川本 清
グリーン・ ト ランスフォーメ ーショ ンで考える光の科学～
DXはもう 古い？ E， Fすっ飛ばして2023年はGXだ！～ ばんら ぼ 5

4 5月20日 土 小藤 一樹 学生の卒業設計から 見た 八戸の建築の可能性 ばんら ぼ 2

5 6月2日 金 大室 康平 大人のた めの体育講義①～健康と 体力～ ばんら ぼ 5

6 6月3日 土 塩入 彬允 卓球の魅力 ばんら ぼ 2

7 6月10日 土 太田 勝 ブ ラ ン コ はな ぜ揺れる ？ ばんら ぼ 1

8 6月17日 土 石山 武 半導体っ て 何？～半導体は何がそ んな に 凄い のか？～ ばんら ぼ 6

9 6月24日 土 田中 義幸 みんな で 作る 種差海岸 花マ ッ プ ！ ばんら ぼ 6

10 7月8日 土 越田 俊介 コ ン ピ ュ ータ で 音を 操る ばんら ぼ 2

11 7月15日 土 東方 悠平 ヨ ーロ ッ パの国際ア ート 展から 考え る 、 西洋美術と ア ジ ア ばんら ぼ 2

12 7月22日 土 田中 昇 ト ン ボ の美の創作- サイ エ ン ス 面から の探究- ばんら ぼ 23 名誉教授

13 7月29日 土 佐々木 崇範 三社大祭の歴史を た ど る ばんら ぼ 7

14 7月31日 月 皆川 俊平 三社大祭を ア ート の視点で 考え る - 祭り の古今東西- ばんら ぼ 6

15 8月2日 水 石毛 清八 葛飾北斎 『 冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏』  のヒ ミ ツ を 探ろ う ！ ばんら ぼ 2

16 8月26日 土 神原 利彦 Depth Cameraに よ る ３ 次元マ ッ プ の自動生成 ばんら ぼ 1

17 8月31日 木 宇野 あ ずさ 絵具の成り 立ち 、 色の仕組み ばんら ぼ 4

18 9月1日 金 浅川 拓克 ” ド ク タ ーカ ーが走る 街”  HACHINOHE ばんら ぼ 3

19 9月2日 土 鮎川 恵理 ひみつ の蕪島- 2022年蕪島環境調査で 分かっ た 蕪島の植物- ばんら ぼ 5

20 9月22日 金 藤岡 与周 つ ら い 草刈り は自作ロ ボ ッ ト に お ま かせ ばんら ぼ 7

21 9月23日 土 小林 正樹 環境に 優し い 化学 グ リ ーン ケ ミ ス ト リ ー ばんら ぼ 3

22 9月24日 日 伊藤 智也 3Dス キャ ン に よ る 文化財のデジ タ ルア ーカ イ ブ ばんら ぼ 4

23 9月29日 金 鈴木 拓也 飲み水の未来と SDGs ばんら ぼ 2

24 10月1日 日 岩見 一郎 近代三八・ 二北地区に お け る 英語と の遭遇 ばんら ぼ 3

25 10月14日 土 髙橋 晋 介護のた めの人間工学 ばんら ぼ 4

26 10月20日 金 佐藤 手織 な ぜ、 世界はそ のよ う に 見え る のか？ ばんら ぼ 5

27 10月21日 土 野口 巧巳 暑さ ・ 寒さ と コ ン ク リ ート ばんら ぼ 3

28 10月28日 土 花田 一磨 昔の明かり 、 今の明かり ばんら ぼ 5

29 11月12日 日 岩崎 真梨子 お ら んど ぁ ど う な ま る かーこ と ばの未来を 考え る ー ばんら ぼ 19

30 11月17日 金 西尾 洸毅 空き 家のはな し ばんら ぼ 4

31 11月19日 日 迫井 裕樹 コ ン ク リ ート の耐久性 ばんら ぼ 10

32 11月25日 土 片山 裕美 水素社会っ て ど んな 社会？ ばんら ぼ 7

33 12月2日 土 金子 賢治 八戸の地盤～地震で 揺れに く い エ リ ア はど こ だ ？～ ばんら ぼ 15

34 12月15日 金 高瀬 慎介 休耕田を 活用し た し ま も り SDGs活動 ばんら ぼ 6

35 12月16日 土 笹原 徹 数学パラ ド ッ ク ス ばんら ぼ 5

36 12月23日 土 川守田 礼子 南部菱刺し の古作はカ ワ イ イ ばんら ぼ 20

体験型公開講座

回数 開催日 曜日 氏名 タ イ ト ル 開催場所 受講者数 備考

1 8月27日 日 鮎川 恵理 牧野富太郎の図鑑と 「 ら んま ん」 に 歩く 種差海岸 種差芝生地
南浜公民館

2 9月16日 土 佐々木 崇徳 お も し ろ 電子工房　 ～マ イ コ ン と PC/ス マ ホ で 環境測定～ ばんら ぼ

3 9月24日 日 塩入 彬充 八戸工業大学　 マ チ ナ カ 卓球教室 ばんら ぼ

4 10月21日 土 片山 裕美
ルミ ノ ール発光を使って食品中の鉄を検出してみよう ！
＆HITリケジョ LABO活動紹介1日目 田子町公民館

10月22日 日 片山 裕美
ルミ ノ ール発光を使って食品中の鉄を検出してみよう ！
＆HITリケジョ LABO活動紹介2日目 田子町公民館

5 11月3日 金 石山 俊彦 おもしろ電子工房　 ～作ってみよう 、 ロボッ ト がよける！逃げる！～
久慈市中央市民
センター

6 11月11日 土 福士 譲

家づ く り フ ォ ーラ ム〜集ま れ未来の建築家〜（ 小学生の建築

模型作り 体験と 学生提案住宅の公開審査） ばんら ぼ

7 11月19日 日 本波 洋

ジ ュ ニ ア プ ロ グ ラ ミ ン グ 講座～迷子のミ ニ ロ ボ を ゴ ールま で 導

け ！～ロ ボ ッ ト 操作、 Windows PC操作、 Scratchプ ロ グ ラ ミ ン グ 8- 202実験室 

8 11月25日 土 太田 勝 3D- CADを 用い た 設計を 体験し よ う ！ ITルーム

9 2月25日 日 川本 清 光通信機を つ く ろ う ！ はっ ち

10 未定 高橋 史朗

キッ ズ・ デザイ ン ア カ デミ ー2023 in HIT

〜ミ ニ 山車を 作ろ う 〜 ばんら ぼ

11 未定 佐々木 崇徳 人工衛星で 見る 八戸の歴史 ばんら ぼ
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3.3 受講者の構成と反応（参加者のアンケートより） 

 

 講演型公開講座の受講者には，任意でアンケートを実施した．アンケートの項目は，性別，年代

（10 代から 80 代まで十歳ごとに区分），公開講座を知ったきっかけ，理解度，今後の公開講座への

参加などであった． 

講演型公開講座のアンケート回答数は，208 名，2023 年度は 11 月末終了分 165 名であった．受

講者の性別は，2022 年度は男性 133 名，女性 72 名，未回答 3 名，2023 年度は男性 94 名，女性 62

名，未回答 2 名であり，いずれも男性が 6 割程度であった．年代別に見ると，2022，2023 年度とも

に 60 代，70 代の割合が高く，合わせて 50％を超えていた．次いで 50 代が多かった． 

 公開講座を知ったきっかけとなった情報源 (表 2) の上位三つは，2022 年度は「ばんらぼ」，「大

学ホームページ」，「はっち」であり，2023 年度は「大学ホームページ」，「ばんらぼ」，「新聞」であ

った．広報はちのへから情報を得たのは，2023 年の 1 人のみであった．「ばんらぼ」には，図 1 で

示したように道路側から見えるようにポスターを掲示し，また館内には配布用のチラシも設置して

おり，いずれかで情報を得ている．またアンケートは毎回実施しているため，受講して，さらに次

回の講座の情報を得るリピーターの方もいると思われる．またホームページも多くの情報源となっ

ていて，SNS を合わせると 2023 年度は，最も割合が高くなるため，チラシ，ポスターと Web を活

用した情報発信は不可欠であると考えられる． 

 講義の理解度は，2022 年度は「理解できた」が 44％，「おおむね理解できた」が 40％と合わせて

8 割以上は「おおむね理解ができた」と考えられる．また 2023 年度は「理解できた」が 48％，「お

おむね理解できた」が 48％と 9 割以上が，おおむね理解ができたと言える．公開講座の趣旨から考

えると，一般市民にも理解がしやすい内容と伝え方になっていたものと考えられる． 

 今後の受講希望については，2022 年度「数多くの受講をしてみたい」が 39.9％，「内容によって

は受講してみたい」が 39.9%，2023 年度は「数多くの受講をしてみたい」が 35.2％，「内容によっ

ては受講してみたい」が 49.7%と複数回の受講に好意的な回答が多かった．理解度と合わせると，

満足している受講者が多いと考えられる． 

 

 

表 2．公開講座を知ったきっかけ＊順番は 2022 年度の人数上位順（下線は上位三つ） 

 2022 年度 2023 年度 

項目 人数 割合 人数 割合 

ばんらぼ 89 42.8% 48 33.1% 

大学ホームページ 40 19.2% 50 34.5% 

はっち 18 8.7% 7 4.8% 

SNS 17 8.2% 9 6.2% 

新聞 13 6.3% 11 7.6% 

八戸市役所 7 3.4% 4 2.8% 

福祉公民館 3 1.4% 0 0.0% 
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ブックセンター 2 1.0% 1 0.7% 

ラジオ 1 0.5% 0 0.0% 

八戸公民館 1 0.5% 0 0.0% 

広報はちのへ 0 0.0% 1 0.7% 

その他 0 0.0% 2 1.4% 

無回答 17 8.2% 12 8.3% 

 208 100% 145 100% 

 

 

  

3. 公開講座を実施しての所感と今後の課題 

 ここまで 2022 年度，および 2023 年度の公開講座の実施概要について述べた．本章では，この 2

年間実施しての所感と今後の課題について述べる． 

 

4.1 受講者の獲得 

公開講座の主旨は，「一般市民に大学の教育研究活動を広く公開する」ことであるが，大学として

考えると，より多く来場して欲しい層は高校生である 10 代だが，両年とも 10％以下であった．2023

年度は，土曜，日曜の開催が多かった講座を平日夜にも開催することで，土日には来られない層を

取り込むことを目指したが，高校生の来場はほとんどなかった．中には，学校帰りに 18 時からの

講座に参加した高校生もいたが，もう少し学校帰りの高校生が受講したいと考える講座を平日夜の

時間帯に配置していくことも重要であると考えられる． 

 またテーマの選定も重要である．2023 年度の公開講座では，平日の開催は 5 名以下のことが多か

ったが，藤岡与周教授の「草刈りロボット」の講義は，平日夜にも関わらず 10 名近い受講者を集

めた．あくまで一例であるが，問題意識を持つ受講生が多かったと思われる．2023 年度当初に金子

賢治社会連携学術推進室長から「講義の内容が伝わるようにテーマを工夫すること」との指示があ

ったが，藤岡教授の例はテーマの重要さを感じさせられた． 

 

4.2 開催場所 

 「１．はじめに」でも述べた通り，「ばんらぼ」ができたことで，2021 年度に八戸ポータルミュ

ージアムはっちなどを借りて実施してきた講演型公開講座の開催が容易になった．また体験型公開

講座の場所としても，使用されており公開講座の拠点となっている．公開講座のある日は，ばんら

ぼへの来場者はあるが，公開講座がない土日は来場者が少ないため，ばんらぼの活用のためにも定

期的な公開講座の開催は重要と考えられる． 

 また先の受講生の獲得にもつながるが，ばんらぼは，中心街から本八戸駅への通り道沿いにある

ため，公開講座実施時は歩行者が中を見ながら通過する光景も良く見られる．交差点の角にあるた

め，信号待ちに見ている歩行者もいる．時間帯によっては，駅へ向かう高校生の通学路にもなって
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おり，いかに認知度を高め，公開講座に参加してもらうことにつなげるかが今後の課題となる． 

 

5. おわりに 

2022，2023 年度は，2021 年度と同様に，40 回を超える公開講座を計画した．公開講座は，2021

年度の方法にならい，講演型，体験型として運営した．ここ 3 年で回数を 40 回以上実施すること

が可能となった．次の段階として，大学の地域貢献としての側面に加えて，大学の広報としても戦

略的に実施していくことが重要と考えられる．大学の役割の一つとして，今後も改善をかさねなが

ら実施していきたい． 
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要 旨 

 2022 年度および 2023 年度は，2021 年に続き講演型，体験型を合わせ 40 回以上の公開講座を実

施した．特にこれまでとの大きな違いは，番町サテライトキャンパス「ばんらぼ」がオープンした

ことで，街中での公開講座の実施がこれまでより容易になった．公開講座の趣旨と，サテライトキ

ャンパスの利活用も含めて，今後ますますの改善が必要となると考えられる． 

 

キーワード : 研究紹介，大学教育，サテライトキャンパス 
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